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インドネシアは人口世界4位の巨大市場であり、数多くの島で構成される国土や言語的・

民族的な多様性に特徴がある。スキンケアの市場規模は大きく成長している

マーケティング基礎情報

インドネシア×スキンケア用品

（出所）ジェトロHP、CIA「THE WORLD FACTBOOK: Explore All Countries- Indonesia」、NRI分析より作成

インドネシアにおけるスキンケア市場の概要

◼ スキンケアの市場規模が大幅に成長している
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国名 インドネシア共和国

面積 191万6,907平方キロメートル（日本の約5倍）

人口 2億7,870万人（2023年）

言語 インドネシア語

宗教 イスラム教、ヒンドゥー教、キリスト教他

実質GDP成長率 5.3％（2022年）

1人当たりGDP 4,784米ドル（2022年）

進出日系企業数 企業拠点数：2,103社（2022年10月時点）

在留邦人数 1万5,972人（2022年10月時点）

人口構成・分布

• 人口ピラミッドは釣り鐘型で

あり、人口は増加傾向であ

る

• 13,466の島（うち922が安

定的に有人）のうち、ジャ

ワ島に人口の56%が居住し

ている
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CAGR

市場全体が急速に成長しており、特に男性用スキンケアや皮膚科スキンケア製品が大きく伸びている。

キートレンドとしては、ハラール、ハーブ、美白製品の人気が見られる

トレンド分析
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プレミアムスキンケア マススキンケア

マーケットトレンドの例

マーケットサイズ・キートレンドに関する分析
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インドネシア | スキンケア
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BB・CCクリーム

男性用ケア用品

スキンケア

ベビー・キッズスキンケア

サンケア

皮膚科スキンケア ハ
ラ
ー
ル

認
証
製
品

• アルコールや動物性成分（特に豚肉関連）を含まないハラール製品は、

イスラム教徒に人気

• インドネシアでは2026年までに非ハラール製品が禁止される予定

ハラール認証のスキンケア製品
を提供するブランドが主流と

なっている

ハ
ー
ブ
を

用
い
た
製
品

• より安全で化学物質を含まない製品に対する消費者の意識の高まりが、

ハーブやオーガニック製品の需要を後押し

• インドネシアは世界最大のハーブ原料供給国であり、現地企業の台頭

につながっている

美
白
製
品

• 美白＝美人というイメージから、美白スキンケア製品の需要が高い

• 特に13歳から39歳のインドネシア女性の間で美白化粧品やアンチエイ

ジング製品を使用する人が増加中

地元企業がハーブを用いて
製造したスキンケア製品が

増えている

多くの企業が
美白スキンクリームを販売

百万米ドル

CAGR

18%

10%

4%

9%

30%

6%

百万米ドル

（注）男性用ケア用品には、髭剃り及び髭剃り機は含まれない。プレミアムスキンケアとマススキンケアはスキンケアの内訳。四捨五入のため、100％にならない場合もある

（出所） EuromonitorをもとにNRI作成

（注）画像はイメージ
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スキンケアの割合が一番高く、全体の3割を占めている

トレンド分析
インドネシア | スキンケア

31%

22%11%

9%

9%

7%

6%

5%

スキンケア

ヘアケアバス・シャワースキンケア

男性用ケア用品 or 化粧品

メイクアップ化粧品

香水

ベビー・キッズスキンケア

デオドラント
1%

皮膚科化粧品・パーソナルケア

0%

サンケア

美容・パーソナルケア分野の市場規模内訳(2022年)

分野全体の市場規模：7,455 （百万米ドル）

（注）脱毛剤のデータなし。四捨五入のため、100％にならない場合もある

（出所）EuromonitorをもとにNRI作成



4Copyright © 2023 JETRO. All rights reserved. 禁無断転載

8割以上の流通をオフラインの小売チャネルが占めるインドやシンガポールと比較し、割合が低い。また、E

コマースは前年比約30％の成長を遂げており、オフラインとEコマースの割合が今後大きく変わる可能性も

ある

流通チャネルの分析

75.4%

小売

（Eコマース）

24.6%

食料品店28.7%

直接販売
6.7%

コンビニエンス・ストア

ハイパーマーケット（郊外型の巨大スーパーマーケット）

食料品以外の

専門店
40%

スーパーマーケット

地元の小規模食料品店

総合小売店

健康・美容専門店

その他の小売店

7.5%

6.1%

8.2%

6.9%

15.2%

17.4%

7.3%

+4.08%

+29.31%
2022年の各チャネルにおける販売の割合

2021年と比較した増減比

インドネシア | スキンケア

小売

（オフライン）

（注）四捨五入のため、100％にならない場合もある

（出所）EuromonitorをもとにNRI作成
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特に35歳以下の若年層が多いSNSでは、アクティブユーザーの6割がメイクアップ製品を含む美容製品

に関心を持っているため、SNSを利用した広報が進んでいる

広報体制の分析

広報体制の構築

リアルチャネル

広
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主
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広告制作会社

セールスプロモーション会社

広告媒体

TV

新聞

大手Web

動画サイト

Eコマース・ウェブサイト

雑誌

SNS (TikTok、Instagram、

Facebook 、その他）

マ
ス
広
告

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告

関
係
企
業
・
消
費
者

広告依頼

広告依頼 イベント実施・広告実施

広報活動広告依頼

広告コンテンツ作成・

実施依頼

広告出稿

広告内容納品

コンテンツ提案

コンサルティングファーム

広告出稿

小売店 イベント施設

デジタルサイネージ広告

インドネシア | スキンケア

大企業の多くは、コンテンツ作成、販売

促進、製品プロモーションのデータ分析な

ど、複数のサービスを提供する

広告代理店を利用
SNSの月間アクティブユーザー

数は約1億2,500万人

（2020年）。そのうち7,500

万人が化粧品を含む美容

製品に関心を示す

製品発表、国際展示

会を含む

専門店、薬局、百貨店、スーパーマーケット等が含まれる。

また、小売店での売上を向上させるためのアフィリエイト・プ

ログラムも提供

インドネシアではインフルエンサーを通じたマーケ

ティングが強く、消費者の92％が、知人や信頼

する人々（インフルエンサー）の推薦やレビュー

に基づいて購入を決定

SNSを通してプロモーションさ

れた製品は、大きな市場シェ

アを獲得する。インドネシアの

SNSユーザーの3/4は35歳以

下（スキンケア製品の主要

顧客）

地元の製品は、殆どE

コマースを通じて宣伝

広報活動の

全体設計

広告媒体の選択

広報方針の検討

広報体制の

構築

広報資材の

作成

メディア・プランニングとメディア

バイイング、オンラインブランド

のプロモーション、広告媒体を

探し出すサーチ能力等、特定

の分野に特化した専門エー

ジェンシーも存在する

展示会（例） INDO Beauty 

Expo, Cosmobeaute Indonesia

（出所）各種報道記事をもとにNRI作成
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ハラール製品や皮膚科スキンケア製品、動物実験を行わないクルエルティフリー製品を展開している。イン

ドネシア企業で、マレーシアにも進出済み

業界大手情報_PT Paragon Technology and Innovation (1/2)

展開地域・チャネル構成

231

インド

ネシア

マレーシア

インドネシア | スキンケア

2022（百万米ドル）

インドネシア、マレーシア（同社のマレーシア拠点Pharmacore

Technology and Innovation Sdn. Bhd）

• Eコマース

• 流通センター

• 小売（Wardah, Emina, Makeover, Kahf等）

• ショッピングモールの旗艦店

設立年 1985

本社所在 インドネシア、ジャカルタ

従業員数（人） 10,000以上

売上（2022年、百万米ドル） 230.7

ブランドのポジショニングと市場シェア #4 [5.6%]

価格帯 $1.08 - $4.96

PT Paragon Technology and Innovation

（化粧品の製造販売）の基礎情報

商品のイメージ

製品の特長

• アルコールフリー

• ハラール製品

• 皮膚科学テスト済み

• ヴィーガン対応

（注）*マレーシアの収入内訳は不明。1米ドル＝15,870.15ルピアで計算。売上は当該企業の全事業分野を対象にした数字。商品サイトは調査時点（2023年11月）。

（出所）Euromonitor、各社ウェブサイト等をもとにNRI作成

（注）*マレーシアの収入内訳は不明

ミセラーウォーター 保湿クリーム 洗顔

主な成分、

その他詳細

洗い流す必要ないふき取り

クレンジングウォーター・化粧

水

ヒアルロン酸及びアデノシン

HydroBalanceTM とピュア

クレンズ、モロッコミント

エキス

商品サイト こちらをクリック こちらをクリック こちらをクリック

https://www.makeoverforall.com/product/make-over-micellar-water-185-ml/117
https://www.makeoverforall.com/product/make-over-powerskin-water-charge-moisturizer-42-ml/130
https://www.kahfeveryday.com/product/kahf-skin-energizing-and-brightening-face-wash-50-ml/
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2011年にはマレーシアでも企業を設立した他、男性用スキンケアのブランド立ち上げや航空会社とのコラボ

レーション等を通じてビジネスを拡大。過去4年間で年平均成長率10％で成長している

業界大手情報_PT Paragon Technology and Innovation (2/2)

売上成長

171
177

198

231

2019 2020 2021 2022

+10%

ビジネス展開の流れ

1985

市場参入

1986 – 2023

事業開発／事業拡大

1985：会社設立
1995：同社初のブランドとして、ハラール化粧品ブランドWardah

Cosmeticsを発表

2006：適正製造規範（Good Manufacturing Practice：

GMP）の認証を取得

2011：マレーシアの消費者に製品を販売するため、同国拠点の

Pharmacore Technology and Innovation, Sdn.Bhdを設立

2010：肌、目、顔、唇用の部分用製品を扱うブランドMake 

Overを立ち上げ

2015 ー 2020：スキンケア及びコスメ製品のEnima、男性用ハラー

ル化粧品のKahfの2ブランドを展開

2023：ハラールスキンケアブランドWardahと男性向けブランド

Kahfは、ガルーダ・インドネシア航空とのコラボレーションで、フライト

を利用するイスラム巡礼者にスキンケアパッケージを提供

インドネシア | スキンケア

百万米ドル

（注）売上情報はインドネシアのもの。 1米ドル＝15,870.15ルピアで計算

（出所）Capital IQ、Factiva、各社ウェブサイトをもとにNRI作成
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日本の花王は1985年に同国へ参入。主にニキビができにくいノンコメドジェニックの製品や角質除去製品

を中心に、インドネシアでも製品を展開している

業界大手情報_Kao Corp. (1/2)

展開地域・チャネル構成

5,676

日本

1,263

米国

2,390

アジア

1,063

欧州

インドネシア | スキンケア

2022 （百万米ドル）

米国、欧州

• マスマーケット、Eコマース、小売店（Walmart、CVS等）、サロン、

プレステージ（高級ブランドMolton Brown等）

日本、その他アジア諸国

• Eコマース、小売店（Walmart、CVS等）、サロン、プレステージ

（高級ブランドMolton Brown等）

設立年 インドネシア：1985（グローバル：1887）

本社所在
インドネシア、ジャカルタ

（グローバル：日本、東京）

従業員数（人） インドネシア：-（グローバル：35,411）

売上（2022年、百万米ドル） インドネシア：-（グローバル：10,392.10）

ブランドのポジショニングと市場シェア #5 [2.5%]

価格帯 $5.42 - $37.41

Kao Corp.（消費財の製造販売）の基礎情報

商品のイメージ

製品の特長

• ノンコメドジェニック、アレルギーテスト済み

（注）1米ドル＝150.43円で計算。売上は当該企業の全事業分野を対象にした数字。商品サイトは調査時点（2023年11月）。

（出所）Euromonitor、各社ウェブサイト等をもとにNRI作成

サンケア フェイススクラブ 洗顔料

主な成分、

その他詳細

SPF50、PA+++、ナイアシ

ンイミド、ビタミンE

アルミナ、ゆずレモン、ドラゴ

ンフルーツ

コカミドプロピルベタイン、コカミ

ドプロピルベタイン、サリチル酸、

ヘーゼル、フェノキシタノール

商品サイト こちらをクリック こちらをクリック こちらをクリック

https://www.kao.com/id/id/products/biore/bio_fb_instantcover_00/
https://www.biore.com/en-gb/products/brightening-face-scrub/
https://www.biore.com/en-gb/products/witch-hazel-pore-cleanser/
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インドネシアでは1985年に国内企業の株式を取得し、同国に参入。その後も大手植物油加工企業とと

もに油脂製品の原料が豊富な同国に油脂製品の生産拠点を設立している。グループ全体では過去4年

間で年平均成長率1%で成長している

業界大手情報_Kao Corp. (2/2)

売上成長

10,065

9,259 9,506

10,392

2019 2020 2021 2022

+1%

ビジネス展開の流れ

1887

市場参入

1888 ー 2023

事業開発／事業拡大

1887：会社設立

1971：消費者ニーズに特化した花王ライフサイエンス研究所を

設立

1985：粉末洗剤を製造するPT Dino Indonesia Industrial Ltd.

の株式を取得し、インドネシア市場に参入

2016：インドネシアにApical Groupとともに脂肪酸製造会社を

設立。ケミカル事業部門における油脂製品の製造・安定供給を

目指す

2013：花王の米国子会社Kao USA Inc.がサロン向け製品など

を扱うEssential Salon Products, Inc. の直販部門を買収

2023：同社のオーストラリアとアメリカ拠点は、Bondi Sands 

Australia Pty Ltd及びその関連企業の買収を通じて、セルフタン

ニングブランドのBondi Sandsを取得する契約を締結

インドネシア | スキンケア

1960代：タイ（1964）、マレーシア（1965）、香港（1970）、

上海（1993年）、ベトナム（1996）にそれぞれ子会社を設立し、

アジア市場に進出

1980代：ドイツ（1979、1989）、米国（1988、2018）、英国

（2002、2005）、日本（2006年）でそれぞれ美容ブランドを立

ち上げ、欧州・北米市場に進出

百万米ドル

（注）売上情報はグローバルなもの。1米ドル＝150.43円で計算

（出所）Capital IQ、Factiva、各社ウェブサイト等をもとにNRI作成
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P&Gの製品の中でも、特にフェイシャルスキンケアブランドのOlayやSK-IIが同国の主力ブランドである。グ

ループ全体では、北米を中心に展開している

業界大手情報_P&G Group (1/2)

展開地域・チャネル構成

41,000

北米

17,220

欧州

4,100

インド、

中東、

アフリ

カ

5,740

中南米

6,560

アジア

太平洋

インドネシア | スキンケア

2023（百万米ドル）

北米（米国）

• 美容室、Eコマース、小売（Target, Walgreens, Walmart, 

Ultra Beauty等）

中南米及び欧州

• 美容室、百貨店、薬局、小売（CVS、Direct Cosmetics

等）

アジア

インド

• 自社ウェブサイト、美容室、Eコマース（Nykaa、Myntra等）、

スーパーマーケット（BigBazar等）

MEA

• 美容室、Eコマース、スーパーマーケット

設立年 インドネシア：1991（グローバル：1837）

本社所在
インドネシア、ジャカルタ（グローバル：米国、オハ

イオ）

従業員数（人） インドネシア：500以上 (グローバル：107,000)

売上（2023年、百万米ドル） インドネシア：-（グローバル：82,000.00）

ブランドのポジショニングと市場シェア #3 [5.7%]

価格帯 $2.00-$150.00

P&G Group （消費財の製造販売）の基礎情報

商品のイメージ

製品の特長

• マイクロビーズ不使用

• ヒアルロン酸とレチノールを使用

（注） 1米ドル＝15,870.15ルピアで計算。売上は当該企業の全事業分野を対象にした数字。商品サイトは調査時点（2023年11月）。

（出所）Euromonitor、各社ウェブサイト等をもとにNRI作成

アイケア 美容液 サンケア

主な成分、

その他詳細

イソヘキサデカン、ツバキ葉

エキス
ナイアシンアミド、グリセリン

サリチル酸エチルヘキシル、

水、グリセリン

商品サイト こちらをクリック こちらをクリック こちらをクリック

https://www.olayskincare.com/en-in/skin-care-products/olay-total-effects-7-in-one-anti-ageing-eye-cream/
https://www.olayskincare.com/en-in/skin-care-products/olay-total-effects-7-in-one-anti-ageing-serum/
https://www.olay.com/products/total-effects-daily-face-moisturizer


11Copyright © 2023 JETRO. All rights reserved. 禁無断転載

2011年には最大1億米ドルを投資し、西ジャワ州カラワンにインドネシア初の工場を建設する等、同国で

のビジネスを拡大している。グループ全体では過去4年間で年平均成長率5%で伸びている

業界大手情報_P&G Group (2/2)

売上成長

71,000
76,000

80,000 82,000

2020 2021 2022 2023

+5%

ビジネス展開の流れ

1837

市場参入

1838 – 2023

事業開発／事業拡大

1837：P&G設立 1890：Ivorydaleに初めてのR&Dラボを設置し、咳止めの外用

軟膏Vaporub開発に成功

1991:

• 高級スキンケアブランドSK-IIを買収

• インドネシア市場に参入

1999：スキンケア製品専門会社Olayを買収

2011：インドネシア初の工場を西ジャワ州カラワンに建設するため

に約100百万米ドルの投資

2014：プロバイオティックスを利用し、肌全体の健康と見た目を改

善するブランド、Tula skincareを買収

2023：インド、グジャラートに24,000万米ドルを投資し新製造施

設の設立を計画

2022：化粧品ブランドの成長に注力すべく、新部門Specialty 

Beautyの立ち上げ

インドネシア | スキンケア

百万米ドル

（注）売上情報はグローバルのもの。1米ドル＝15,870.15ルピアで計算

（出所）Capital IQ、Factiva、各社ウェブサイト等をもとにNRI作成
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ハイドロキノンやレチノイン酸等の一部の成分の使用は禁止されている。このほか、インドネシア国家規格

（SNI）の強制適用の対象製品に一部スキンケア製品が含まれており、取得が必要である（1/2）

規制関連情報
インドネシア | スキンケア

インドネシア医薬品食品監督庁長官規定HK.03.1.23.08.11.07517で化粧品への使用が禁止され

ている成分：

• ハイドロキノン

• レチノイン酸/トレチノイン

• レゾルシン

• クリンダマイシン

• フルオシノロン等

名称
認定

区分

強制／

任意

発行

機関
手続き 提出書類 その他

SNI 16-4380-1996

洗顔料

化粧品、

美容成分
強制

国家標準

化庁 (BSN)

• SNI認証申請書の提出（SNI 

16-2385-2002）

• 試験と検証の実施

• SNI認証申請書の提出

• 工場監査：適正評価機関は、

SNI製品認証要件に準拠して

いることを確認

• 製品試験：サーベイランステス

トを含むSNI規格への準拠を

確認

• SNI認証の発行：要件を満た

している場合、認証が発行され、

SNIマークの使用が許可される

• 申請書

• 翻訳された商業登記簿に記載

の製造者の抜粋情報

• 現地代理人の承認書

• 品質マニュアル（英文目次）

• 製造工程フローチャート

• 製品識別ファイルの参照番号

• 所有権を証明する資料と測定

機器および試験機器のリスト

• 機器のメンテナンス及び校正情

報と証明書

• 必要なラベル、表示、ロゴのコ

ピー

• 工場レイアウト、近隣空港の

ルート説明

• 認証手続き

は通常40営

業日

• SNIマークは4

年間有効で、

更新も可能

• SNI認証の最

低費用は

10,000ユーロ

SNI 16-4399-1996

サンケア

SNI 16-4954-1998

美白クリーム

SNI 16-6063-1999

アフターシェーブ

SNI 16-6064-1999

ファンデーション

SNI 16-6069-1999

美白剤

SNI 16-6070-1999

マスク

認定・

認証取得

禁止製品や

成分／物質

（出所）各種ウェブサイトの情報をもとにNRI作成
（注）インドネシア国家規格（SNI）はサービス、（管理）システム、プロセス、人材（スキル）、試験方法、設計の標準化をカバーする包括的な規格
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強制適用の規格に加え、ハラール製品に関する任意の認証もある。ただし、2014年に公布されたハラール

製品保証法により、化粧品などは2026年にハラール認証が順次義務化される（2/2）

規制関連情報

BPOMが禁止する成分：

• ハイドロキノン

• レチノイン酸/トレチノイン

• レゾルシン

• クリンダマイシン

• フルオシノロン

ハラール製品保証実施機関（BPJPH）が禁止する成分

• 豚

• 血液

• 人体の一部

• 捕食動物および爬虫類等。その他、製品はシャリーアを守らないといけない

名称
認定

区分

強制／

任意

発行

機関
手続き 提出書類 その他

ASEAN化粧品規則
パーソナルケア

及び化粧品
強制

国家医薬

品食品監

督庁

（BPOM）

• BPOMへの登録：審査に必要

な書類と情報の提出

• 通知書への記入：製品の詳

細、成分、製造工程、安全性

評価などを提出

• 製造ライセンス（メーカの場

合）または輸入業者識別番

号（輸入業者の場合）を取

得

• 輸入承認書（SKI Post 

Border）を取得

• 企業名

• 住所と郵便番号

• 電話番号

• 業種および営業許可番号

（IU)

• NPWP/ 税金カード

• API-U（輸入識別番号）

• 倉庫住所及び倉庫電話番号

• 代表者のステートメント

• 公証証書、HSコード

• 登録手続きに

は通常3～

4ヶ月かかる

• 有効期間は3

年間

ハラール製品保証法
パーソナルケア

及び化粧品

任意(2024

年から2034

年までに順

次義務化さ

れる予定）

ハラール製

品保証実

施機関

（Badan

Penyeleng

gara

Jaminan

Produk

Halal：

BPJPH）

• ハラール当局の特定と連絡

• 製品情報、成分等の書類を準

備

• 申請書の提出

• 審査

• 現地審査（必要に応じて）

• 認証の発行

• 製品・素材・資料の一覧

• 施設住所一覧

• ハラールの保証マニュアル

• プロセスの工程図

• ハラールポリシーの普及に関する

証拠

• 社内研修・監査の証拠

• ハラール認証

の発行には約

21日かかる

• 有効期限は4

年間

インドネシア | スキンケア

認定・

認証取得

禁止製品や

成分／物質

（出所）Permitindo、ChemLinked、Indoservice、の情報をもとにNRI作成

（注）ASEAN化粧品規則は、化粧品の要件を調和させるためのASEAN諸国間の協定である。BPOMはこの規則のインドネシアにおける実施機関である
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老いへの恐れ

伝統的な美の価値観を背景に、女性を中心にスキンケアへの関心が拡大しており、国特有の気候や肌

質、宗教観に配慮した外資系ブランドの進出も目出つ。また男性のスキンケアへの関心も向上している

消費者トレンド
インドネシア | スキンケア

◼ 低～中間層を含め、今までは贅沢品だったシャンプーや化粧品の使用頻度が向上。都市部の女性は、以前は個人輸入に頼っていた国際的なハイブランド

を高級モール等で購入するようになった。

◼ 一方で、宗教的な観点から、国産のハラール化粧品への信頼も高まっており、外資系ブランドもハラール対応することで国産ブランドへ対抗。

インドネシアの消費者トレンド

特徴的な消費行動想定される主な購入層 その背後にある消費価値観

都市部の女性（中間~高所得、20代～

30代）

＜特徴＞

• 生活の質を向上させるため、国際的なハ

イブランドにシフトしている

地方女性（低~中所得、20代～30代）

＜特徴＞

• 家事に加え家計のためにさまざまな農業、

漁業、林業活動に従事していることもある

• コンビニやドラッグストア等の普及で化粧

品へのアクセスが改善

都市部の男性（20歳～39歳）

• 家族を養う頼もしい存在、タフでハード、

等のあるべき姿に対するプレッシャーがある

• 俳優、歌手、カーレーサー等の男性有名

人が男性用スキンケアを支持しており、男

性用スキンケアが急激に拡大

特有の気候（高温、多湿、

強い日差し）に対処

都市汚染への対策

美しい白肌と長い髪を美の

象徴とする

イスラム教の信仰

景気後退の予測等にもとづ

く節約意識

ポジティブな自己イメージを

示したい

（注）青字は特に高級ブランドの購入者に見られる行動。

*脂肪、アルコール等を含まない製品 **バームまたはオイルクレンザーからナイトクリーム（日中は日焼け止め）までの10ステップから成る韓国発のスキンケアルーティン

（出所）Euromonitor、メディア報道等をもとにNRI作成

パンデミックによる外出自粛

肌を守る保護力とカバー力に優れた

日焼け止めを好む

油性肌に対処するべたつきのない使い心地

健康的な肌のツヤを好む

欧米風に眉毛や顔の輪郭を際立たせる

美白成分配合の製品を好む

使い切りタイプの小分けシャンプーを露店で購入

イスラム教徒認証を受けたハラール化粧品*の利用

礼拝前の定期的な洗顔に耐える防水性

tokopedia、Shopee等のEコマースの利用拡大

「10ステップ・スキンケア」**からミニマルなスキンケアへ

（ブランドではなく）製品の特長・性質を信頼する

若々しい肌を保つためのスキンケアを重視する

高級ブランドの消費を通じて自己を高めようとする
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【レポートの利用についての注意・免責事項】

本レポートは、日本貿易振興機構（ジェトロ）が株式会社野村総合研究所に作成委託し、2023年11月に入手した情報に基づき作成したものです。掲載し

た情報は作成委託先の判断によるものですが、一般的な情報・解釈がこのとおりであることを保証するものではありません。本レポートはあくまでも参考情報の

提供を目的としており、提供した情報の正確性、完全性、目的適合性、最新性及び有用性の確認は、読者の責任と判断で行うものとし、ジェトロおよび株

式会社野村総合研究所は一切の責任を負いません。これは、たとえジェトロおよび株式会社野村総合研究所が係る損害の可能性を知らされていても同様と

します。
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